
第164回 汽水域懇談会

日時：2025年 2月20日(木) 10：00–11：00

長塚 さら沙

小笠原諸島は東京から約1000km南に位置しており、約4800万年前に誕生して以来一度も陸続き
になったことのない海洋島である。小笠原諸島父島の二見湾では、ミズクラゲ属の一種であるナン
ヨウミズクラゲの出現が報告されている。ミズクラゲ属は世界各地に分布するプランクトンであり、し
ばしば大量に発生し、海洋生態系や人間活動に及ぼす影響が大きい生物であると考えられている。
特に、小笠原諸島は世界自然遺産に登録され固有種が多く分布していることから、本諸島内にお
けるナンヨウミズクラゲ（Aurelia malayensis）の分布や生態を明らかにすることは環境保全や島嶼
生態系の今後を考える際に重要であると考えられる。しかし、小笠原諸島における生物の生態研
究は陸域が中心となっており、海域に関する知見は乏しいのが現状であった。
本講演では、ナンヨウミズクラゲと小笠原諸島の海洋生態系との相互作用に触れながら、本州沿
岸に分布するミズクラゲ属とナンヨウミズクラゲとの違い、ナンヨウミズクラゲに気候変動や人為的
影響が今後どのように影響を与えるか等を説明する。

お問い合わせ：島根大学 研究・学術情報本部 エスチュアリー研究センター
   仲村 康秀 ℡ 0852-32-6174 e-mail  jasnakamura@soc.shiman-u.ac.jp

場所： ハイブリッド開催
（エスチュアリー研究センター2階セミナー室 と zoom を使用）

参加希望者は以下に登録をお願いします。
https://www.leaf2.shimane-u.ac.jp/enquete/no/kisui164
（2/18正午締切）

東京海洋大学 大学院海洋科学技術研究科

【講演概要】

小笠原諸島に分布するミズクラゲ属の系統分類
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